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は じ め に 

 

 本県の森林は森林所有者や林業関係者の皆様の長きに渡る御尽力により資源

として着実に充実し、これまでの育てる時代から本格的な利用の時代を迎えて

います。 

また、本県は全国に先がけ 2019 年 12 月に「2050 年二酸化炭素排出量実質

ゼロ」を表明し、再生可能エネルギーの普及拡大等を進めることとしており、国

においても 2020年 10月に「温室効果ガス排出量実質ゼロ」が宣言されました。

世界的にも気候変動への対応や SDGs に掲げられた目標実現の重要性が高まる

など、持続可能で環境に配慮した社会への転換が強く求められており、森林・林

業に対する期待や果たすべき役割も一層大きくなっています。 

このような森林・林業を取り巻く情勢の変化と、新たな技術開発の進展や当セ

ンターにおける試験研究等の成果等を踏まえ、2030 年に向けた今後 10 年間の

試験研究及び技術指導の方向性を示す新たな基本計画を策定することといたし

ました。 

今回の基本計画では、「森林を活かし健全な姿で次の世代に引き継ぐために」

を基本目標とし、本県の森林・林業の持続的発展に寄与し、現場のニーズに的確

に応えうる技術開発や人材育成に資する具体性のある計画とするため、策定に

あたり次の点を考慮しました。 

 

・幅広い者の意見を聴き計画に反映する 

・計画期間中に取り組むべき主要課題を明確にする 

・現場への普及を見据え到達目標を掲げる 

・一般の人にもわかり易い計画書とする 

 

なお、計画の実行性や効果を高めるため、情勢変化や進捗等に応じ柔軟に内容

を見直すこととしております。 

本計画に基づく試験研究や技術指導の成果が、本県の森林・林業の持続的発展

に寄与することができるよう、関係機関・団体の皆様と一丸となって取り組んで

まいります。 

本計画の着実な推進に向けて、関係の皆様の一層の御支援と御協力をお願い

申し上げます。 

 

2021 年３月  
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第 1章 計画策定の基本的な考え方 

 

・長野県における森林・林業の現状と課題 

 長野県は、県土の 79%が森林で、その面積は 106 万 ha と、森林の割合及び森

林面積でいずれも全国３位となっています。県内の森林面積の３分の２にあた

る 687千 haが民有林です(図１)。民有林の６割は針葉樹林で、その半数にあた

る 178千 haがカラマツ林となっています(図２)。民有林と国有林を合わせたカ

ラマツ林の面積は約 25 万 ha と北海道に次ぐ面積を有し、カラマツは本県を代

表する樹種となっています。 

カラマツを主体とした県内の森林資源は、先人のたゆまぬ努力によって着実

に増加しており、その蓄積量は国有林も合わせると約２億ｍ3となり、資源が充

実してきたことが伺えます。資源の充実に伴い、合板需要が増加しているカラマ

ツが牽引役となり、ここ数年で素材生産量は増加傾向にあり（図３）、間伐を中

図３：長野県の素材生産量 

図１：長野県の所有別森林面積 図２：長野県の民有林樹種別森林面積 
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心とした「育てる時代」から、皆伐再造林による「伐って植える」時代へと転換

してきています。 

一方で、木材価格は低迷が続いており、素材生産量が増加した割には木材生産

の産出額は増加せず、厳しい

労働環境を反映してか林業労

働者も減少傾向にあります。 

この状況を打開するために

は、高性能林業機械の導入や

林内路網密度を高め、労働生

産性を向上させる取り組みが

必要ですが、林業先進国と呼

ばれるオーストリアと比較す

るとその差は歴然で、さらな

る向上が必要です（図４）。 

 

 

・計画策定の背景 

 こうした中、長野県林業総合センターは、「長野県ふるさとの森林づくり条例」

と「長野県森林づくり指針」を踏まえ、2008 年に策定した「長野県林業総合セ

ンター試験研究等基本計画」に基づき、試験研究を進めてきました。 

 その後、2018年には長野県総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン 2.0」が

策定され、「確かな暮らしが営まれる美しい信州～学びと自治の力で拓く新時代」

を基本目標として施策を講じています。これは、2015 年９月に国連で採択され

た SDGs（持続可能な開発目標）の理念とも合致することから、世界共通の課題

である持続可能な社会の実現に向け、長野県でも積極的に取組んでいるところ

です。 

私たちが利用する森林資源は、植えて、育てて、伐って利用することが繰り返

せることから、持続可能な資源として認識されています。また、森林の主要構成

種である樹木は、自らが成長することで炭素を固定し、伐採された木材に関して

も、住宅などで長期的に利用すれば、炭素固定が続き二酸化炭素の排出量を抑制

にもつながるため、地球温暖化防止に役立っています。 

このように森林や林業は、SDGs の目標である持続可能な社会の実現に大きく

貢献しています。一方、SDGsのゴールである 2030年に向け、2019 年 12月に県

が表明した「2050 年二酸化炭素排出量実質ゼロ」の目標を達成するためには、

更なる取組や技術開発が必要です。 

こうした施策の変化とともに、森林資源の充実に伴い、伐って植える時代を迎

図４：林業の労働生産性（海外との比較） 
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えた今日、林業総合

センターでも、これ

までの研究を重ねて

いくことに加えて、

新たな視点を取り入

れていくことも必要

です。そこで、これか

ら 10 年先にあたる

2030 年に向けて、地

域の産業振興や山村

地域の活性化に必要な

試験研究や技術指導を

進めていくための新たな基本計画を策定しました。 

 

 

・計画全体の考え方 

 植えて・育てて・伐るまでのサイクルが長い林業では、長期的な視野を持って

考えていくことが必要です。2008 年の「長野県林業総合センター試験研究等基

本計画」では、「長野県ふるさとの森林づくり条例」と「森林づくり指針」の内

容を踏まえ、これまでの試験研究をさらに推進していく方向で策定しました。 

しかし、長野県総合５か年計画で示された「確かな暮らしが営まれる美しい信

州」を実現していくためには、これまでの試験研究課題をさらに推進していくこ

とに加えて、県民視点での新たな課題にも取り組んでいく必要があります。 

このためには、森林・林業の持続的な発展に必要となる試験研究や技術指導を

継続するだけでなく、様々な主体との連携を構築するために、多くの声を聴くこ

とも重要な視点です。 

そこで、本計画を策定するにあたり、現在当センターで実施している試験研究

及び技術指導の内容をお知らせしつつ、過去５年間に当センターとの関わりが

あった建設事務所や農業試験場などの県機関と、市町村や森林組合、木材やきの

こ関係企業、森林ボランティア団体など 264 か所に意見照会を行いました。意

見照会は、2020年の３～５月という年度替わりの時期でしたが、94か所からご

意見をいただきました。この中には、林業の低コスト化やキノコの新品目開発な

ど、現在の試験研究を着実に推進するもののほか、県内各地への出張指導や気候

変動対策、バイオマス利用など新たに取り組んで欲しいとの要望もありました。

今回の基本計画を策定するにあたり、頂いた意見を出来る限りとりいれる方向

で整理をしました。 

SDGsのロゴと 17ゴールのアイコン 
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・計画の期間及び構成 

この計画は、計画初年の 2021年４月から 10年後に当たる 2030 年を一つのゴ

ールとして、現在の技術開発の状況などを踏まえ、10 年後にめざす姿を目標と

して示すこととしました。この目標の設定にあたり、関係機関からの要望がどこ

まで具現化できるのかについて、検討を重ね整理しました。 

そこで第３章として、試験研究・技術指導の展開方向を整理しました。ここで

は、各部がこれまでに長期的視点に立って進めてきた課題に新たな内容を取り

入れた目標を整理し、林業総合センター全体で横断的に取組む内容については、

「新たな時代の森林・林業を切り拓く」としました。なお、各部で取り組んでい

る課題や林業総合センターで横断的に取り組む課題といっても、所内だけで完

結するものばかりではありません。これまでも多くの機関と連携を行ってきた

林業総合センターですが、時代や環境が大きく変化する時代であることを考え

ると、さらに幅広い視野で様々な主体との連携を模索していくことも重要であ

るととらえ、今回の計画にはこうした点も盛り込んでいます。 

上記のような視点を基準として、それぞれの項目について、試験研究の方向性

や技術指導の展開を整理しました。中には数十年先を見据えた長期的な研究課

題や技術指導もありますが、こうしたものについてもその方向性を定め、10 年

間でどこまで実現可能であるのかを精査し、目標を明確化しました。 

また、現在の技術開発や技術指導の状況を踏まえ、５年後の中間目標を示すと

ともに、最終的に目標とする主な技術開発目標を整理しました。 

今回整理した技術開発目標については、定期的に関係する機関等と進捗状況

について評価・検証を行うなど適正に評価し、試験研究や技術指導の中で得られ

た成果については、国内外を含めて広く発信しながら、地域の産業振興や山村地

域の活性化に寄与するように普及を進めます。 

なお、状況が変化した場合

には、その時点で所要の見直

しを行います。 

また、本基本計画が長野県

総合５か年計画「しあわせ信

州創造プラン 2.0」と「長野県

森林づくり指針」の内容を反

映したものとなっていること

から、これらの計画が変更さ

れた場合も、必要な見直しを

行います。  
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第 2章 長野県林業総合センターの体制と業務内容 

 

・組織体制 

長野県林業総合センタ

ーは、林業技術の発達及

び林業生産の増大に寄与

することを目的として、

林業に関する試験研究及

び指導、林業の担い手の

養成並びに森林及び林業

に関する普及啓発を行う

機関です。 

林業総合センターは、

その前身が 1961年（昭和

36 年）に開設された林業

指導所で、開設当初から

林業に関する試験研究と

林業の担い手育成を行ってきました。1988 年に現在地へ移転し、現在の名称に

改称されたあとは、市民にむけた森林・林業に関する普及啓発も実施しています。 

これらの業務を行うために、それぞれの専門性を活かした「指導部」「育林部」

「特産部」「木材部」の４部で、試験研究と普及指導を実施しています。 

 

 

・業務内容 

林業総合センターで行う専門的な業務は、４つの部で担当しています。 

 

 指導部：本県における技術指導機関として、

県民から林業技術者まで幅広く対象

として、知識や技術の普及を進めて

います。このために必要な研究成果

を現地で活用できるよう技術の普及

指導を行うとともに、担い手の養成

や林業技術者を対象にした研修を実

施しています。また、一般向けの拠点施設として森林学習展示館を運

用しています。 
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育林部：本県を代表する樹木であるカラマ

ツを中心として、健全な森林を造

成管理するための技術開発を行っ

ています。その対象範囲は、森林を

育てる基礎となる種子から苗木の

生産、森林を育てる育林技術に加

えて、病虫獣害等の被害防除や山

地災害の防止に関わる技術まで幅

広く対象としています。 

 

特産部：研究対象は木材以外の森林からの産

物（いわゆる特用林産物）で、きのこ・

山菜・木炭・木酢液・特用樹等が該当

します。生産に長期間を要する木材に

比較して短期間での生産・収入が可能

で、人々と森林を繋ぐものでもありま

す。多種多様な森林資源の有効活用法

について経営分析までも含めて研究

を進めています。 

 

木材部：木材利用の促進を図るため、基

礎となる木材の材質や強度など

の特性を研究しています。こう

した結果を受けて、乾燥技術な

どの加工技術を開発するととも

に、板や梁をはじめとして様々

な場所で利用するための技術を開発しています。 

 

さらに、各部ではそれぞれの専門性を活かした技術相談に応じているほか、地

域の産業振興につなげるため、全国一を誇る高齢級のカラマツとマツタケ資源

を有効かつ高付加価値で生産流通するための研究に力を入れています。 

また、その基盤となる持続可能な森林を維持することで県民生活の安心・安全

の確保にも資する研究を行っています。 
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第 3章 林業総合センターの試験研究・技術指導の展開方向 

 

第３章では、今回の基本計画において、林業総合センターが長期的視点を持っ

て取り組む課題と、時代のニーズに合わせて新たに取り組む課題のうち、2030年

の目標に向かって、特に解決すべき主要な課題について整理しました。 

その構成は以下のとおりで、指導部・育林部・特産部・木材部の４部が専門分

野を活かして行う取り組みを１から４節で整理し、林業総合センター全体で取

り組む内容を５節としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各節では、特に実施すべき方向性として３項目から４項目の主要な実行施策

を織り込み、それぞれの項で行う主な展開方向を整理することで、林業総合セン

ターが特に力を入れて実施する内容が分かるように整理しました。 

なお、第１章でも紹介したように、この基本計画は経済、社会、環境の変化等

で施策の転換が行われるごとに見直しを行う順応的管理を基本としています。 
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１-１ 県民に向けた森林・林業の普及啓発 

 

 

 

現状と課題 

・年間３万人が利用する森林・林業

の普及啓発に向けた拠点 

・森林学習展示館の森林教室などは

定員を上回る利用があり人気 

・利用者は松本地域など近隣が多く

を占める 

・広く県民に向けた普及啓発がまだ

まだ不足 

 

主な技術開発目標 

・拠点施設の維持管理：魅力的な展示と幅広い利用の推進 

・県民に向けた林業技術の普及：高校生や県民に向けた教育指導手法の確立 

（林業士等との連携） 

・地域への普及指導：出前講座の設置や普及資料の作成、オープンデータ化 

  

10年後のめざす姿 

 

・森林・林業への理解が深まり、各地で森林の利活用が恒常的に実施する。 

・森林の大切さを県民とともに共有し、森林林業への理解が深まる。 

森林を利用する様々なステークホルダーとの関わ 

りを深めるため、県内で普及してきた「信州やまほ 

いく」への支援も兼ねて、2018年度から「森の勉強 

会」と称して、幼児でも楽しめる自然体験のイベント 

を実施しました。 

これにより多様な利用者が訪れるきっかけとなり、 

森林・林業へのアプローチが拡がっています。 

 

林業に関わる人材の育成指導―指導部― 

森林学習展示館の森林教室 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① （一般向け） 

拠点施設の維持管理 

・施設の老朽化 

・利用者が固定化 

・林業関係団体の

拠点機能の低下 

 

 

・主催行事の拡充

で幅広い県民への

理解を深める 

・林業士会などが

独自に利用できる

体制整備 

・より使いやすい

体制の構築 

・林研・林業士会等

の関係組織と連携

して、幅広い視点で

講座を開催 

 

・利用者に使われ

る施設として必要

な維持管理 

 

②（林業技術の普及） 

県民に向けた林業技

術の普及 

・高校生研修によ

る次世代の担い手

育成 

 

・林業作業体験講

座による基本的作

業への理解と技術

普及 

 

・森林教室や森林・

林業セミナーの周

知活用 

・研修修了者向け

の講座を開設し、就

業支援や自立支援

に 

・講座修了者の中

から、地域をけん引

する長野県林業士

を目指す人材を育

成 

③ （地域指導） 

地域への普及指導 

・地域の要望に応

えきれていない 

 

・使いやすい教育

普及資料の作成が

進まない 

・企業や社会教育

など地域活動支援

を地域振興局と連

携する体制を整備 

・学校林や木育な

どの様々な要望に

対応 

・研究成果を集積

し、県民向けに広く

公開・普及できる体

制を整え、具体的な

作業を開始 

・技術指導の事例

や研究成果の公表

に努めることで、林

業普及指導員が対

応可能な体制に 

 

・蓄積された研究

成果や資料を現場

で活かす仕組みが

確立 
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１-2 長野県で必要とされる林業技術者育成 

 

 
 

現状と課題 

・県下で唯一の林業技術指導機関とし

て、林業事業体等からの要請を受け、年間

120日以上の技術者育成を実施 

・森林・林業セミナーや林業士等の育成

を図っているが、育成後の支援が課題 

・県及び市町村の林業担当職員に対する

技術支援の要請が増加傾向 

 

主な技術開発目標 

・地域で活躍する林業後継者の育成 

林業士等の有資格者への再教育を充実させて活躍できる人材を増加 

・地域の林業を支援する行政職員の技術力向上 

林業士、地域振興局、市町村の連携強化で行政職員の技術力が向上 

・現場で活きる技術者の育成 

関係団体とともに専門的な技術相談を請け負う施設として機能 

  

10年後のめざす姿 

・林業事業体職員が時代のニーズを捉えた技術者として活躍できる。 

・市町村職員の研修も進み地域の特性を活かした森林利用が進む。 

山村地域のリーダーを育てる林業士入門 

講座では、地域住民に対する正確な説明を 

意識して、適正な情報収集の方法を学ぶた 

め、知の拠点として整備が進んでいる県立 

長野図書館と連携して情報の集め方、住民 

へのアピールの方法などを学んでいます。 

 

現場で活躍するタワーヤーダ 

林業に関わる人材の育成指導 -指導部- 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① （後継者） 

地域で活躍する林

業後継者の育成 

・後継者育成の研修

は実施中だが、修了

者への研修がない 

 

 

 

 

・研修修了者へのフ

ォローアップを関係

機関と連携してでき

るようになり、時代

に即応した林業後継

者の育成が本格化 

 

・山村地域をけん引

する林業士が時代に

適した専門技術者と

して認知 

 

・技術者の再教育拠

点として、関係機関

とともに認知 

 

② （行政） 

地域の林業を支援

する行政職員の技

術力向上 

・市町村職員の技術

支援が不足し、研修

への要望多数 

 

 

 

 

・市町村からの専門

的な技術相談に乗れ

る体制を関係機関と

ともに整備 

 

・研修要望に応えら

れる組織として機能 

・県及び市町村職員

への技術指導機関と

して確立 

 

・地域の林業士や地

域振興局と連携した

市町村支援が展開さ

れることで、地域で

活躍できる林業士の

役割も増加 

 

③ （現場） 

現場で活きる技術

者の育成 

・林業技術者養成講

習を継続開催 

 

・経験者への教育が

無く現場の声が届か

ない 

・安全管理に関する

基本技術の習得には

林業労働財団等とと

もに強化 

 

・現場との連携で安

全教育の仕組みを構

築 

・適切な安全教育の

習得で、新規就業者

から経験者までの安

全意識が向上 

 

・安全意識の高い技

術者が育成 

 

・伐採搬出に加え

て、次世代の山づく

りが出来る技術者が

活躍 
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１-３ 安全で効率的な林業の実現 

 

 

現状と課題 

・林業はどの産業よりも労働

災害の割合が高く、危険な職業

と認識され、就業者数も低迷 

・林業現場で危険な作業を行

っている人が多いことが問題

であり、作業者及び監督者の意

識改革が必要 

・間伐から皆伐が増加する中で、 

再造林の促進に向け効率的で生産性の高い作業システムの検討が必要 

主な技術開発目標 

・労働災害のない林業：安全意識を高め死亡事故をなくす研修方法の開発 

・森林作業の最適化：安全に配慮した、効率的な皆伐・保育作業のシステム化 

・急傾斜地における生産性の良い技術開発：県内の急傾斜地で実現可能な効率 

的な作業システムの開発 

 

  

10年後のめざす姿 

・労災事故が減り林業従事者の安全性が向上する。 

・県内の立地環境に適した効率的な作業が普及し、木材の安定供給が進む。 

林業の中でも、労働災害の多いチェーンソーによる伐倒 

作業の安全対策を強化するため、基本作業を繰り返し習得 

することができる伐倒訓練機を導入します。 

 伐倒訓練機は、林業技術者養成にむけた研修の中で活用 

するだけでなく、指導的な立場にある経験者に対しても基 

本動作の再確認を行っていただくことで、林業界全体が、 

安全意識を高めることにつなげます。 

林業に関わる人材の育成指導 -指導部- 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① （無事故） 

労働災害のな

い林業 

 

 

・毎年 40名程度

の死傷事故が発生

しているが、経験

者向けの教育シス

テムが存在しない 

・経験者及び指導者に

向けた再教育が開始 

 

・指導の実績を積む中

で、事故原因の分析を通

した、安全教育の資料が

整備 

 

・安全作業のための再教

育システムが確立 

 

・林業従事者に対する定

期的な安全教育が徹底 

 

・安全意識の高い事業体

が評価されるようにな

り、安全意識が向上し、事

故が低減 

 

② （効率化） 

森林作業の最

適化 

・皆伐再造林の安

全で効率的な作業

システムが必要 

・現状の生産性に沿っ

た皆伐作業システムの

運用が適正に進む 

 

・皆伐後の再造林を含

めた生産性が向上 

・安全作業を最優先し、費

用対効果が見込める皆伐

再造林に向けたシステム

が提案可能 

 

・作業が最適化すること

で、皆伐再造林への取組

みが一般化 

 

・次世代の森林を育てる

技術者が活躍 

 

③ （傾斜地） 

急傾斜地にお

ける生産性の

良い技術開発 

・県内に多い急傾

斜地でも実用可能

な作業システムの

検討が必要 

 

 

・架線系林業機械の効

率的な利用法の検討に

むけて、タワーヤーダや

ラジキャリなどの高性

能機械の調査事例を収

集 

 

・国内外の機械メーカ

ーとの連携を模索 

 

・県内の調査事例の分析

と、機械メーカーとの連

携で、本県の山岳域で有

効なシステムの提案につ

ながる情報を整備し、普

及に向けた取り組みを推

進 
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２-１ 優良な苗木の生産 

 

 

 

現状と課題 

・人工林の主伐再造林の促進に伴う苗木 

需要が増加しているが、カラマツの種子 

及び苗木の不足が懸念 

・再造林の低コスト化のため、育苗技術 

の向上が課題 

・マツノザイセンチュウ抵抗性品種や花 

粉対策品種が県内採種園に導入されたが、 

生産苗の品質は未評価であり、優良形質 

を持つ種苗生産が課題 

 

主な技術開発目標 

・優良品種の導入：より優良な形質を持つ種苗の供給 

・育苗技術の高度化：より安価で成長に優れた苗の生産 

・量産技術の開発：増加する需要に応じた種苗の確保 

  

10年後のめざす姿 

・県内の育苗技術が向上し、カラマツ・アカマツなどの優良な苗が需要に合

わせて生産される。 

・優良な遺伝形質をもつ種苗が十分に確保される。 

カラマツコンテナ苗の生産に関しては、従来の方法で 

は育苗経費がかかること、急な需要に対応できないこと 

が課題です。そこで高機能性肥料（酸化型グルタチオン） 

を活用した播種後１年で出荷できる育苗方法の開発に取 

り組んでいます。 

健全な森林づくり―育林部― 

抵抗性アカマツ採種園 

カラマツの主伐跡地 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 優良品種の導入 ・マツノザイセン

チュウ抵抗性アカ

マツが採種園に導

入されたが、生産苗

の品質が未評価 

 

 

 

 

 

・品種ごとの生産

苗の抵抗性を把握 

 

 

・より抵抗性の高

い苗木生産につな

がる品種の選抜 

 

② 育苗技術の高度

化 

・コンテナ苗は裸

苗に比べて高価格

のため、育苗技術の

改良が必要 

・植栽後の初期成

長が早い苗の条件

が不明 

 

 

 

 

・カラマツのコン

テナ苗について、よ

り効果的な育苗技

術を提示 

・初期成長がより

優れたカラマツコ

ンテナ苗を１年で

出荷可能に 

③量産技術の開発 ・近年カラマツ苗の

需要が特に増加して

いるが、種子及び苗

木の不足が懸念 

・カラマツ特定母樹

で構成した採種園が

造成中 

 

 

 

 

・結実促進処理の効

果を検証 

・新たな育苗方法の

可能性を検討 

 

 

 

・需要に応じた種子

量を確保し、苗を安

定供給 
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2-2 多様な森林の育成管理技術の開発 

 

 

現状と課題 

・森林資源量及び CO2 吸収量の詳細な把

握とともに、林地残材のバイオマス燃料

としての収集と利用が期待 

・再造林の低コスト化と高収益化が必要 

・森林の多様な利用のため適切な更新技

術が必要 

 

主な技術開発目標 

・森林の現況評価 

林況に応じた資源量・CO2吸収量の把握と林地残材収集システムの構築 

・林業生産技術の向上 

再造林コストの低減と造林地における植物資源の利活用 

・森林の多面的利用に向けた機能評価 

松枯れ跡地における確実な広葉樹林への移行 

10年後のめざす姿 

・ゼロカーボン社会の実現に向けた森林造成が進む。 

・造林作業の機械化が一般的になり、省力化・低コスト化が進む。 

・松枯れ跡地が健全な森林に転換する。 

 

伐採・更新が進むカラマツ人工林 

健全な森林づくり －育林部－ 

緩～中傾斜地ではグラップルローダや油圧

ショベル（バケット）による地拵えが行われ、

地拵えコストは人力の半分以下に抑えられま

す。また、地表攪乱による競合植生抑制効果も

認められ、下刈り省力化にもつながることが

期待されています。 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 森林の現況評価 

 

・再造林及び早生樹

造林等による資源量

及び CO2 吸収量の増

減が未評価 

・林地残材のバイオ

マス利用が進みつつ

あるが、末木枝条等

の発生量把握と利用

は進まず 

・林況に応じた資源

量と CO2 吸収量を再

評価 

・林地残材発生量の

予測技術が進む 

・ゼロカーボンに向

けた森林造成が進む 

・地拵え棚のバイオ

マス燃料利用システ

ムを構築 

② 林業生産技術の

向上 

 

・造林コストの削

減、有用植物の利用

による林業の採算性

の向上が必要 

・機械地拵えによる

地拵えと下刈りの低

コストモデルが確立 

 

・造林作業の低コス

ト・省力化モデルが

一般化 

・造林地で採集可能

な山菜等の資源活用

技術が向上 

③ 森林の多面的利

用に向けた機能

評価 

・松枯れ跡地におけ

る枯損木処理の更新

への影響が未評価 

・松枯れ枯損木の適

切な処理方法が明ら

かになり、効果的な

更新技術を提示 

・松枯れ跡地の更新

が順調に進み、健全

な森林へ回復 
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森林被害の適確かつ迅速な防除の資料とするため、 

GISやドローンなどを活用した被害の現状把握と被害 

情報を集積しています。また、自動撮影カメラによる 

シカの季節別生息状況を見える化し、生息分布に応じ 

た捕獲方法を提案、効率的捕獲の実証を行っています。 

２-３ 森林被害の低減 

 

現状と課題 

・本県最大の森林被害であるマツ材線虫

病をはじめ、ナラ枯れ、シカやカモシカ、

クマによる森林被害等は、依然として拡大 

・被害防除は継続して労力やコストをか

けることが必要 

・被害の原因把握や分布、被害程度に応じ

た効果的、効率的防除方法の開発が必要 

 

主な技術開発目標 

・虫害による森林被害の低減 

松くい虫被害拡大を防止するための対策技術の開発・提案 

・獣害による森林被害の低減 

シカ等による森林被害の低減と低コスト化を実現する防除技術および捕獲

技術の開発と普及 

・病害や気象害等への対応 

カラマツ腐心病や気象害等の低減に向けた対応策の提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マツ材線虫病が激害化したアカマツ林 

健全な森林づくり -育林部- 

シカの生息分布図 

10年後のめざす姿 

・マツ枯れ等の森林被害を正確に把握し、被害低減につなげる。 

・ニホンジカをはじめとした獣類による森林被害を低減する。 

・カラマツ腐心病等の病害や気象害のリスクを低減する。 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

①虫害による森林

被害の低減 

・高標高地域に松枯

れ被害の拡大が懸念

される中、被害状況

の把握と発生メカニ

ズムの解明、それに

対応した防除方法が

未確立 

 

 

・標高別被害状況の

把握と被害拡大メカ

ニズムが解明 

 

・被害実態と発生原

因に応じた効果的防

除法が確立 

② 獣害による森林

被害の低減 

・獣害対策には労力

がかかり、コストが

高い 

 

 

 

 

・低コストで防除効

果が持続する防除資

材等の開発 

 

・シカの個体数を減

らすための効率的捕

獲技術の開発 

 

 

 

 

 

・低コスト防除技術

の普及 

 

・シカの効率的捕獲

技術の普及による森

林被害の低減 

 

 

 

 

 

③ 病害や気象害等

への対応 

・カラマツ腐心病等

の造林木を加害する

病害実態や経済的損

失、回避方法が未解

明  

・森林病害の実態把

握と防除技術の開発 

 

 

 

 

 

 

・各種病害による被

害低減や回避する施

業技術が普及 
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２-４ 山地災害の予防と効果的な調査技術の開発 

 

 

 

現状と課題 

・長野県では、全国に先駆けて 2008年に「災

害に強い森林づくり指針」を作成 

・災害が発生しやすい森林の特定が進んで

いないため、「木材生産」の推進と「災害に

強い森林づくり」の両立が困難 

・近年の地球温暖化に伴う極端な気象現象

により、全国的に山地災害の発生が増加 

・早期復旧に向けて災害調査方法の効率化

が必要 

 

主な技術開発目標 

・山地災害の予防技術の開発 

山地災害が発生しやすい場所を把握し、適切な対策を行うための技術を開

発 

・災害発生後の対応技術の開発 

 ICT技術などを活用し、関係機関と連携して早期復旧に向けた効率的に災害

調査を行う手法を開発 

  

10年後のめざす姿 

・山地災害から県民を守るため、その危険性が高い場所を把握し、ゾーニン

グを行う。 

・林業技術者が、リモートセンシングや ICTに対応し、災害発生後の効率的

な調査や、森林整備計画を行う。 

健全な森林づくり -育林部- 

災害により立木が倒伏した山林 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 山地災害予防技

術の開発 

・「木材生産」の推進

と「災害に強い森林

づくり」を両立させ

るためには、災害発

生危険度を把握し、

場所を区分すること

が必要 

・地形・地質や森林

路網線形、災害履歴

等の基礎データを整

備 

・WebGIS等を用いて

容易にデータ共有で

きるシステムを開発 

・新たな地形解析手

法や AI による崩壊

危険地抽出の手法を

確立 

 

・様々な地理情報を

用いて、木材生産林

と防災林とを区分す

る基準を整備 

・技術者が適切な森

林経営判断を行える

基礎資料を構築 

 

② 災害発生後の対

応技術の開発 

・豪雨等により山地

災害の発生が増加

し、早期復旧に向け

た災害調査方法の効

率化が必要 

 

 

・リモートセンシン

グや ICT を活用した

効率的な災害調査方

法を開発 

・国、県、市町村職

員、民間コンサルタ

ントへの開発技術を

普及 

 

・災害後の迅速かつ

効率的な調査の実施

を実現 

 

 

当センターでは、航空レーザー測量等による数値 

標高モデルから立体的に地形を表現する図法として、 

CS立体図を開発しました。さらに、AI解析による 

地形判読の自動化や、侵食の程度を数値化する SHC 

（平面曲率の標準偏差）図の開発を行っています。 

 
CS立体図（３D表示） 

防災を基準とした森林

ゾーニング図 

地上レーザー測量 

  

ＴＯＰＩＣＳ 



- 23 - 

 

３-１ 菌根性きのこ増殖技術の開発 

 
 

現状と課題 

・長野県のマツタケは、生産量全国一位になるこ

とが多く、本県の重要な特産品 

・アカマツ林の高齢林化や松くい虫被害により

マツタケ山が減少傾向 

・本県の里山等にはホンシメジ、トリュフなど有

用な菌根性きのこが存在 

・菌床栽培が可能なホンシメジは、新たな栽培き

のこ品目として有望 

 

主な技術開発目標 

・マツタケ：効率的な共生苗木作製技術を確立し、林地で順調に生育 

・ホンシメジ：菌床の林地埋設に適した菌株及び施設栽培に適した菌株の選抜 

・トリュフ：共生苗木作製技術の確立 

・その他：ハナイグチのカラマツ苗成長に及ぼす影響評価、新たな品目の探索 

及び栽培技術の確立 

  

10年後のめざす姿 

・マツタケ等と共生した苗木作製技術を確立し、林地で順調に生育させる。 

・本県に適したホンシメジ林地栽培及び施設栽培技術を確立する。 

 

豊かな地域づくり―特産部― 

2020年７月に IUCN（国際自然保護連合）によりマツ

タケが絶滅危惧種に指定されました。マツタケは３段

階に分類された絶滅の危険度のうち、３番目に深刻な

「危急」となりました。森林伐採や病害などにより世

界的にマツタケが減少しているためです。法的拘束力

はなく、取引が禁止されることは現時点ではありませ

んが、貴重なマツタケを増産できるよう生産者、関係

機関等と連携し、試験研究に取り組んでいきます。 

直売所におけるきのこ販売状況

ＴＯＰＩＣＳ 
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ハナイグチ 

（カラマツと共生） 

試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① マツタケ 

 

・共生苗木を効率的

に作製する技術が必

要。林地で確実に定

着させる技術がない 

・発生量は気象条件

に大きく影響 

・効率的な作製手法

の検討 

・試験地へ植栽した

結果を分析し、確実

な定着手法を検討 

・気象状況と子実体

発生との関係を継続

調査し、結果を分析 

・効率的な共生苗木

作製技術の確立 

・共生苗木の林地で

の生存確率の向上 

・気象条件に適した

発生環境整備技術を

開発 

② ホンシメジ 

 

・林地栽培に適した

県産菌株、栽培技術

が未確立 

・施設栽培に適した

県産の菌株、栽培技

術が未確立 

・菌株収集及び、試

験地への菌床埋設試

験を継続 

・有望な菌株を絞り

込み、栽培試験を実

施 

・林地栽培に適した

菌株の絞り込み、埋

設手法をマニュアル

化 

・施設栽培技術を確

立 

③ トリュフ ・日本での栽培事例

はないが県内に野生

トリュフの存在を確

認 

・共生苗木を作製し

試験地での植栽試験

に着手 

・共生苗木を作製

し、現地での定着 

④ その他 ・カラマツ植栽地が

増加 

・菌根性きのこの新

たな品目の栽培技術

の開発必要 

・カラマツ苗の成長

促進効果とハナイグ

チ子実体発生状況を

調査 

・新たな品目の探

索、栽培試験に着手 

・カラマツ苗の成長

促進効果検証。子実

体収量（販売収入）

と造林費との関係を

試算 

・新たな品目の栽培

技術の確立 

 

    

*菌根性きのこ：宿主樹木と共生関係を結び生活するきのこ 
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３-２ 地域の再生に寄与する腐生性きのこ栽培技術の開発 

 
 

現状と課題 

・原木、菌床シイタケ生産は、里山のコナラ等の広葉樹

を有効に活用した地域循環型産業であり、地域振興の上

で重要 

・原木栽培では生産者の高齢化による後継者不足や原木

の入手が困難 

・菌床栽培では現行の袋栽培より効率的なビン栽培技術

の開発が課題 

・きのこ消費拡大のために、消費者の動向も見すえて「美

味しいきのこ」生産を目指すことが必要 

 

主な技術開発目標 

・シイタケ：原木シイタケ省力栽培技術開発、菌床シイタケビン栽培技術開発 

・ナメコ：美味しいナメコの栽培技術の開発、育種素材の選抜 

・その他：その他の既存品目の栽培技術の改良、新たな品目の栽培試験に着手 

 

 

 

 

 

  

10年後のめざす姿 

・原木シイタケ省力栽培技術、菌床シイタケビン栽培技術を確立する。 

・美味しいナメコの栽培技術を開発し、育種素材を選抜する。 

 

豊かな地域づくり―特産部― 

最新の林野庁の統計調査によると、2018 年(平成 30

年)の全国の生シイタケ生産量は 70,390トンで、菌床栽

培と原木栽培の比率は概ね 9:1 です（長野県も同様）。

約 30 年前の全国と長野県の菌床栽培の割合はそれぞれ

25％ほどのため急激に変化しています。原木栽培はコナ

ラ等の身近な広葉樹を活用し、里山などで栽培する地域

循環産業です。原木栽培の試験研究を継続し、地域産業

の振興を目指します。 長野県生シイタケ生産量 

25％ 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成２年 平成30年

生
産
量
（
ト
ン
）

菌床栽培

原木栽培

ＴＯＰＩＣＳ 

シイタケ原木栽培 
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菌床シイタケ 

ビン栽培試験の状況 

試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① シイタケ 

 

・原木栽培では、東

日本大震災の影響等

により、原木入手が

困難 

・重い原木を扱う重

労働であり、後継者

不足で省力栽培が必

要 

・他の栽培きのこの

多くはビン栽培であ

るが、菌床シイタケ

は袋で栽培 

・作業の効率化、機

械化に有利なビン栽

培化が必要 

・封ロウを省略し

た栽培法、割り箸を

用いた大径木の省

力栽培方法などの

技術を確立 

・ビン栽培に適し

た種菌の開発研究

を共同研究者と共

に実施。専用ビンの

開発研究に着手 

・植菌方法の省力

化研究実施。アシス

トスーツ等を活用

した作業負荷軽減

栽培法を確立 

・ビン栽培に適し

た種菌や、栽培方法

を開発 

② ナメコ 

  

・地域のきのこ産業

を維持・発展するに

は消費拡大が必要 

・収量性だけではな

く、「美味しさ」を追

求したきのこ生産が

必要 

・冷暖房を利用して

周年栽培するきのこ

空調栽培において、

節電と安定生産の面

から対策技術の開発

が必要 

・「美味しい」ナメ

コの味認識装置に

よる標準値を策定 

・省電力栽培技術

の開発試験を実施 

・標準値を基にし

たナメコの育種素

材を選抜し、栽培試

験を実施 

・LED 等を利用した

施設による省エネ

ルギーナメコ栽培

技術を開発 

③ その他 ・既存品目の栽培技

術の改良や、新たな

栽培きのこの開発が

必要 

・既存品目の栽培

技術の改良及び、新

品目に関する情報

収集 

・改良した栽培技

術を普及。新品目の

栽培技術の開発 

 

   

*腐生性きのこ：木材などを分解し栄養を得て生活するきのこ 
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３-３ 里山等の幅広い地域資源の活用 

 

 

 

現状と課題 

・森林資源が充実し、木材生産量の増加に伴い、

枝葉等大量の林地残材が発生し、有効活用が課題 

・森林セラピー（森林浴）、アロマなど植物の

「香り成分」が近年注目 

・山菜は未だ天然資源が主流で供給が不安定。

安定供給には栽培化が必要 

・拡大する荒廃竹林の環境整備、需要を喚起す

る新たな竹の有効活用が課題 

 

主な技術開発目標 

・精油ビジネスの展開：精油が持つ機能性の科学的検証 

・山菜の新たな栽培技術の開発：新たな品目の栽培技術の開発及びタラノキの 

新たな栽培技術の開発 

・竹の新たな利用法開発：簡易製炭技術の開発、炭以外の利活用について情報収

集し、県内で利用可能な方法を模索 

  

10年後のめざす姿 

・森林整備の林地残材等を活用した精油ビジネスが普及する。 

・山菜の新たな栽培技術を普及し、安定供給につなげる。 

 

豊かな地域づくり―特産部― 

樹木等が放出する化学物質（揮発性有機化合物）

は、樹木等を細かく砕いて水蒸気で蒸留することで液

体として採取できます。その液体は「精油」と呼ば

れ、香り（アロマ）の元となっています。 

こうした精油には、人体に良い影響を与える成分が

含まれ、その機能性を検証することで新たなビジネス

チャンスにつながる可能性があります。 

林地残材 

枝葉も有用な資源 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 精油ビジネス

の展開 

・簡易式の精油採取装

置の開発に成功 

・精油が持つ機能性の

科学的検証が課題 

・精油が持つ消臭効

果等の機能性を検証 

・精油に興味関心を

もつ人々へ成果を普

及 

消臭効果等の機能

性について検証さ

れ、商品化を含めた

様々な用途での精

油利用が普及 

② 山菜の新たな

栽培技術の開

発 

・山菜は未だ天然資源

が主流で供給が不安

定。安定供給には栽培

化が必要 

・タラノキは盗難や適

正管理が課題 

・イヌドウナ、モミジ

ガサの林内増殖技術

の開発試験を実施 

・タラノキの新栽培

技術の開発試験を実

施 

・開発した増殖技

術により直売所等

へ安定供給が可能

となり、山村住民の

生活に寄与 

 

③ 竹の新たな利

用法開発 

・竹林の整備不足によ

り各地に荒廃竹林が

拡大 

・竹資源の需要拡大の

ため、新たな利用方法

の開発が必要 

・身近な材料を用い

た簡易製炭技術の開

発試験を実施 

・炭以外の利活用に

ついて情報収集し、県

内で利用可能な方法

を模索 

・ペール缶、ドラム

缶を用いた簡易製

炭技術を開発・普及 

・県内で活用可能

な事例を普及 

 

イヌドウナ モミジガサ タラノキ 

ドラム缶式採取装置 ペール缶式採取装置 
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４-１ 安全・安心な木質建築部材の開発 

 

 

現状と課題 

・戦後、拡大造林により植栽された人工

林は、約半数が高齢級となり、大径材化

したＡ材丸太（径級 30cm 以上）につい

ては、その有効利用が課題 

・大径材は梁桁材の利用が考えられる

が、断面が大きいため短時間で均一に乾

燥するのが難しく、特にカラマツは熱劣

化による強度低下が懸念 

 

主な技術開発目標 

・無垢構造材：大径材の材質特性を活かした無垢構造材の製材・乾燥技術の開発

とその強度性能評価 

・高強度エンジニアリングウッド：高剛性、高強度梁桁材等の開発と性能評価 

 

 

 

  

10年後のめざす姿 

・信州カラマツ等の強度特性を活かした木質建築部材が開発され、県産材の

用途が拡大している。 

・県産材の新用途が長スパンを必要とする非住宅などへ拡大し、カラマツ大

径材等の価値が向上することで、木材価格が上昇する。 

国土交通省「木造先導プロジェクト 2020」 

において、1階を RC 造、2～5階を木造(枠組 

壁工法)として中層共同住宅を建設する「木で 

つくるマンションプロジェクト（三井ホーム 

㈱）」が採択され、信州カラマツで製材された 

210材が利用されます。 

 枠組壁工法において、国産カラマツによる 

210材では日本初の利用となります。 

 

信州カラマツ等の県産材利活用‐木材部‐ 

（提供）三井ホーム(株) 

信州カラマツ大径材 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

①（無垢構造材） 

無垢構造材の製

材・乾燥技術の開

発とその性能評

価 

・大径材から得られる無垢

材の効率的な木取り・製材

方法が不明 

・高温での乾燥による熱劣

化（強度低下）が課題 

・断面が大きな梁桁材の短

期間での乾燥スケジュール

が不明 

 

・カラマツ大径材

の材質特性を把握 

・高温での乾燥に

よる熱劣化の原因

を究明し減圧高温

セット乾燥及び、

減圧乾燥スケジュ

ールを確立 

・大径材の材質特

性に応じた製材

方法を確立 

・熱劣化の少ない

低コスト乾燥ス

ケジュールを確

立 

・減圧高温セット

＋減圧乾燥によ

る梁桁材乾燥ス

ケジュールを確

立 

 

②（高強度エンジ

ニアリングウッ

ド） 

大径材の利点を

活かした高剛

性、高強度梁桁

材等の開発と性

能評価 

 

・大径材の材質特性を活か

した製品が未開発 

・カラマツ材の合板・集成

材・LVL以外の新用途が期待

されているが、中大規模建

築物への県産材の利用が少

ない 

・208・210 材などの幅広、

長尺材においては国産材の

供給がない 

 

・高強度のエンジ

ニアリングウッド

を開発し、乾燥・

強度特性を示す 

・カラマツ 208・

210 材の乾燥、強

度特性を把握と製

造コストの低減を

検討  

・中大規模建築へ

の利用が拡大 

 

・信州カラマツ

208・210材を利用

したツーバイフ

ォー住宅が建設 

 

 

木造軸組住宅 

高剛性・高強度梁桁材 

    

＊ Ａ材丸太：製材用に分類される直材丸太の通称 
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４-２ 暮らしの中で活かす県産広葉樹製品の開発 

 

 

現状と課題 

・未利用の状態である広葉樹が県内に多く存在 

・長野県産広葉樹をフローリングの他、木製品

（家具や樽、ギター等）利用への要望が多い 

・長野県産広葉樹の特性（地域特性、乾燥特性、

強度特性等）が不明 

・大量生産に向かない広葉樹の製材・乾燥方法

の開発が必要 

・長野県産広葉樹の木材としての有効利用が未

確立 

 

主な技術開発目標 

・有望な広葉樹選抜： 長野県産広葉樹の特徴のある有望な広葉樹の選抜 

・木製品の開発：長野県産広葉樹の家具・楽器・木工品等製品開発 

  

10年後のめざす姿 

・針葉樹にはない広葉樹の魅力を最大限に活かすため、その基本的特性を把

握し、特徴のある有望な広葉樹を選抜し、利用先を提案する。 

・利用技術を提案、製品開発を行い、県内それぞれの地域で身近にある広葉

樹の、特徴を持った木製品が作られ地域が活性化する。 

旺盛な繁殖力から県内各地で野生化し、地域によって 

は問題となっているニセアカシアについて、県内企業と 

共同で、ミニ樽の製品試作に取り組みました。 

強度性能の高さ、硬い材質、更には熱処理を行うと色 

が変化するという特徴を活かし、同じ材料から、白と黒 

のミニ樽が製作できました。 

 

信州カラマツ等の県産材利活用‐木材部‐ 

広葉樹林と広葉樹丸太 

ＴＯＰＩＣＳ 



- 32 - 

 

試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① （有望な広葉樹

選抜） 

長野県産広葉樹の

特徴のある有望な

広葉樹の選抜 

・長野県産広葉樹の

材質特性（地域特性・

強度特性・乾燥特性）

が不明 

 

 

・長野県産広葉樹の

各種特性を把握し、

性能評価結果を公表 

 

・長野県産広葉樹の

うち、利用可能な特

徴のある有望な樹種

を選抜し、提案 

 

 

 

② （木製品開発） 

長野県産広葉樹の

内装材・家具・楽器・

木製品開発 

・大量生産に向かな

い木製品に適した製

造技術（製材方法及

び低コストな乾燥方

法等）の開発が必要 

・長野県産広葉樹の

特徴を生かした木工

製品への利用が不十

分 

 

 

 

 

 

 

・木製品に適した製

造技術（製材方法及

び低コストな乾燥方

法等）が開発 

・長野県産広葉樹の

特徴を生かした木工

製品の提案・開発を

行い、製品化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カッティングボード 

（ニセアカシア材） 

家具 

（ニセアカシア材） 

広葉樹フローリング 

乾燥試験の様子 

色彩値計測の様子 

   

強度試験の様子 
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４-３ 新たな技術を活用した高品質木材開発 

 
 

現状と課題 

・木材は、他の材料と比較すると耐久性及び

寸法安定性が低い 

・欠点を補うために薬剤等を使用した木材

が普及 

・環境に配慮した薬剤等を使用しない高耐

久性の木材が必要 

 

主な技術開発目標 

・屋内部材：寸法安定性の高い製品の開発とその性能評価 

・屋外部材：耐久性の高い製品の開発とその性能評価 

 

 

  

10年後のめざす姿 

・耐久性及び寸法安定性が向上した高品質木材を開発し、県産材の新用途

（床暖用フローリング材、木製サッシ、外壁等の屋外利用）への利用が拡

大する。 

・ 木材の利用拡大によりゼロカーボン社会に貢献する。 

 

長野県内の中央自動車道（飯田 IC南付近）には、 

1985年度末に試験施工された日本初の木製遮音壁が 

あります。この遮音壁は、中日本高速道路（株）が 

定めた遮音性能を満たすカラマツ製遮音壁として、 

当センターが開発したものです。 

設置から 30年以上が経過していますが、現在も 

使用されています。 

信州カラマツ等の県産材利活用‐木材部‐ 

木製ガードレール 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① （屋内部材） 

寸法安定性の高

い製品の開発と

その性能評価 

 

 

・屋内における環境

変化に対応する製品

が必要だが、寸法安

定性を高めるための

最適な処理方法が不

明 

 

 

・目的とする性能を

付与する最適な熱処

理方法（時間や温度）

等及びそれにより処

理された木材の諸性

能を検討 

 

 

 

 

 

 

・寸法安定性が向上し

た高品質木材が、新用

途床暖用フローリン

グ材、木製サッシ等で

利用が拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② （屋外部材） 

耐久性の高い製

品の開発とその

性能評価 

 

・屋外における過酷

な条件下に対応する

高耐久な製品とし

て、薬剤等を使用し

ないで耐久性を高め

るための最適な処理

方法が必要 

 

 

・目的とする性能を

付与する最適な方法

（時間や温度）及びそ

れにより処理された

木材の諸性能を調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・耐久性が向上した高

耐久木材が、新用途

（木塀、ウッドデッキ

等）で利用が拡大 

左：熱処理木材、右：中温乾燥材 

熱処理木材を使用した外壁 

内装材 

ウッドデッキ 

   

＊熱処理木材：ここでは、寸法安定性や耐久性の向上などを目的として 100℃以上の高温で処理する木

材材用に分類される直材丸太の通称 
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5-1 新たな森林資源の有効活用による経営改善 

 
 

現状と課題 

・県内でも林業県への取組みが加速 

・森林の有する多面的機能の科学的評価

が、森林セラピーなどで付加価値が向上 

・林家の収入増に向け、未利用資源を新

たな森林資源としての活用模索 

・新たな森林空間の利用に合わせた森林

整備の手法が不明確 

 

主な技術開発目標 

・新たな経営資源の開拓や有効利用の模索 

これまでの未利用資源を新たな収益源として活用 

収益性向上に向けた連携強化の仕組みづくりを構築支援 

・空間利用の高度化に伴う利用拡大 

森林を空間として利用するための最適な形のアイデアを整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10年後のめざす姿 

・増加する木材生産とあわせ、林業界全体の収入増加を支援する。 

・空間利用等による多面的機能の再評価により地域活性化に貢献する。 

 

木材資源の利用が進む 

新たな時代の森林・林業を切り拓く -全所- 

森林浴を行うことで健康増進につながることが 

当センターも協力した研究で、科学的に証明され 

たことで、県内 10か所に森林セラピー基地等が 

整備されました。 

現在、これらの基地では、県とともに連携しな 

がら、ガイドの育成や施設整備を進めており、観 

光や健康などの関連産業にもつなげて、地域の活 

性化に寄与しています。 

ＴＯＰＩＣＳ 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 新たな経営資源

の開拓や有効利

用の模索 

・大規模工場の稼働

で県内の木材需要が

増加し、安定供給の

ため枝条等の未利用

資源の活用が必要 

 

・皆伐再造林の副産

物となる山菜活用技

術の検討が必要 

 

・限定的だった精油

の採取が簡易になり

新たな特用林産物と

して評価 

 

・生産性の高い搬出

方法を取り入れるこ

とで経営改善が進行 

 

・被害材や廃棄物な

どの有効利用にむけ

た検討が開始 

 

・エンドユーザーと

接点から新たな資源

の開発 

 

・県内林家収入の増

加を支援 

 

・林業士等との連携

から地域の資源を有

効活用する取組みを

支援 

 

・未利用資源を木質

バイオマスなど新た

な資源として開発 

 

② 空間利用の高 

度化に伴う利 

用拡大 

・森林セラピーの科

学的根拠を確認する

調査を行うとともに

推進にむけた技術指

導を継続 

 

 

 

 

・テレワークの推進

などでワーケーショ

ンへの動きが加速す

るなど、新しい森林

の価値が評価 

 

・「森林セラピー」に

加えて、「信州やま保

育」などによる森林

内を利用する様々な

取組みが行われるよ

うになり、それぞれ

が求める森林の機能

が明確化 

・森林の空間利用が

拡大することで、そ

れぞれの目的にあわ

せた森林整備目標が

明確化され、これを

活かした森林整備に

より、魅力的な県土

づくりに貢献し、観

光客の増加を促進 

 

・「森林セラピー」や

「信州やま保育」を

はじめとする多様な

目的に合わせた森林

づくりが模索され、

研究課題として検討 

 

 

森林セラピーの推進 

   

＊ワーケーション：旅先で仕事と休暇を両立させる取組み 
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５-２ 生産現場の要請に応える技術支援 

 
 

現状と課題 

・県内外から寄せられる技術協力の依頼に対

応し、当センターの技術を普及 

・当センターの試験機器を活用した依頼試験

を年間 150件程度対応。公的証明として評価 

・技術協力及び依頼試験が特定の分野に偏る

うえ、県内企業との連携を図るなど、県内需要

に対応した体制整備が課題 

・東日本大震災の影響で問題となった食品の

放射能物質検査に協力し、野生きのこや山菜、 

野生獣肉の安全性に寄与 

 

主な技術開発目標 

・技術協力 

県内を中心とした林業・木材等に関わる民間企業との連携を深め、地域

の活性化に向けた技術支援を精力的に実行 

 これまでに得られた研究成果の実用化に向けて、企業との連携を図るこ

とで現場へ普及 

・依頼試験 

引き続き公的評価を必要とする企業への依頼に対応 

・技術支援 

   施策の推進に寄与するためなどで必要となる技術的支援を推進 

  

10年後のめざす姿 

・地域の林業・木材産業等との積極的な連携で地域貢献の道が開ける。 

・地域の森林を活かした新たな製品開発が地域活性化につながる。 

壁せん断試験の様子 

新たな時代の森林・林業を切り拓く -全所- 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 技術協力 ・木材分野や森林保

護の分野で技術協力

による研究成果が得

られている 

 

 

・特用林産や林業機

械など多方面での技

術協力が進展 

 

・木材関係企業や林

業事業体からの依頼

による現地指導も行

う体制を整備 

 

・技術協力を得た企

業が地域の特性に合

った製品や技術を開

発し、県内の森林・

林業木材産業の活性

化に貢献 

 

 

② 依頼試験 ・県内外の企業や団

体等学からの要請に

基づき、基準性能を

満たしていることの

公的認証を行う性能

評価試験を実施 

 

・県内産業を支える

基盤として公的認証

は重要であることか

ら、引き続き担当業

務を継続して実施 

・試験の実態に合わ

せた適正価格での試

験を継続し、公的認

証による品質保証に

努める 

③ 技術支援 ・東日本大震災の影

響による野生きのこ

や山菜、野生獣類の

放射性物質検査を実

施 

 

・野生獣類の利用に

対する安心安全に引

き続き寄与 

・安心安全なジビエ

が普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造林地の野生鳥獣被害を低減するために、天然 

物を有効成分とし、低コスト処理が可能な散布型 

忌避剤の効果試験を行いました。その結果、カモ 

シカによるヒノキ幼齢木の食害を低減することが 

確認され、新たな林業用薬剤として、農薬登録が 

得られ製品化につながりました。 

   

ＴＯＰＩＣＳ 



- 39 - 

 

5-3 持続可能な形でのゼロカーボン施策の推進 

 
 

現状と課題 

・京都議定書に定められた吸収

源対策として、県内森林の固定

量や土壌中のメタン吸収量など

を測定 

・2019 年 12 月６日に長野県知

事が「2050年二酸化炭素排出量

実質ゼロ」を実現する決意を表

明 

・長野県総合５か年計画でも「確かな暮らしが営まれる美しい信州」として SDGs

の実現に向けた取り組み強化が必須 

 

主な技術開発目標 

・温暖化防止に向けたエネルギー利用の転換 

ゼロカーボン施策の実現に向け省エネルギー化や林地残材等をバイオマス

エネルギーとして利用促進 

・気候変動に対応した森林の評価 

県内森林の資源量と CO2 吸収

量を森林整備に合わせて再評価 

・SDGSへの取り組み強化 

「誰一人取り残さない持続可能

な社会づくり」の実現に向けて、

持続可能で環境に配慮した林業

を具現化 

  

10年後のめざす姿 

・温暖化防止に向けた木質エネルギー利用が一般化 

・森林・林業の発展を通して SDGSに貢献 

 

長野県が進めるゼロカーボン政策 

0
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温
室
効
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排
出
量

(千
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実質

ゼロ

森林

吸収

新たな時代の森林・林業を切り拓く -全所- 
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試験研究・技術指導の展開方向 

展開目標 現状と課題 ５年後 10年後 

① 温暖化防止に向

けたエネルギー

利用の転換 

・県内４か所でバイ

オマス発電所が稼働 

 

・きのこ生産におけ

る LED の効果など未

利用資源の有効活用

が検討 

 

 

 

・バイオマス利用が

各地で進む中で林地

残材などを新たに利

用する検討が進む 

 

・省エネをはじめと

する環境負荷の低減

に向けた取り組みを

強化 

 

・森林林業全体での

ライフサイクルを見

据えた環境負荷の低

減により、2050年ゼ

ロカーボン施策への

弾みをつける 

 

② 気候変動に対応

した森林の評価 

・京都議定書に基づ

く吸収源の評価とな

る基礎資料の収集を

実施 

 

 

 

 

・皆伐再造林への動

きが進む中で、現状

にあった CO2 吸収量

を再評価 

 

・環境保全研究所等

との連携により最適

な森林施業に向けた

研究を推進 

 

・ゼロカーボンに向

け、早生樹などを活

かした森林造成が進

む 

 

 

③ SDGs への取り

組み強化 

・森林・林業は SDGs

の実現に重要な位置

を占めており、経営

戦略として SDGs を

取り入れる「長野県

SDGs推進企業」に登

録する林業関係企業

も徐々に生まれてき

ている 

・SDGs の実現に向

け、林業界全体での

意識を高める取り組

みを推進 

 

・持続可能性を意識

した関係企業を増や

すための研修等の支

援策を検討 

・SDGs のゴールとな

る 2030 年には、森

林・林業分野におい

ても、一定の成果が

得られる 

 

・林業、木材産業が

持続可能な産業とし

て認識されるように

なり、産業界全体の

価値が高まる 
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これまでに進めてきた研究成果の一覧 

 

 当センターが実施している研究課題については、そこで得られた成果につい

て、研究期間が終了した段階で研究報告としてとりまとめています。前身である

林業指導所が開設された 1961 年から 2020 年度末までに終了した研究報告につ

いて、今回の長期計画で取り扱う分野別に整理しました。 

なお、1985 年までは年次報告書である業務報告の一部に研究報告の項を設け

て報告していましたが、1986 年からは研究報告として別冊を編纂し、発行して

います。研究報告として発行したものについては、当センターのホームページで

全文を掲載しておりますので、ご利用ください。 

 

https://www.pref.nagano.lg.jp/ringyosogo/seika/kenkyu/index.html 

 

 

１ 林業に関わる人材の育成指導に関すること 

1-1 県民に向けた森林・林業の普及啓発 

・オオルリの巣箱における営巣（2007 22号） 

・長野県林業総合センターにおけるサンコウチョウの営巣記録（2006 21号） 

・林業総合センターの植物（1989 ５号） 

 

1-2 長野県で必要とされる林業技術者育成 

 

1-3 安全で効率的な林業の実現 

・効率的な皆伐作業システムの構築(2021 35号) 

・高性能林業機械と従来型機械による作業システムの開発（2014 28 号） 

・高性能林業機械による作業システムの開発（2011 25号） 

・信州式搬出法の生産性に関する研究-労働生産性と残存木損傷調査（2011 25号） 

・森林管理総合情報整備提供のための間伐支援ソフト用データ収集-列状間伐による

伐出作業システムの生産性及び林地残材（未利用木材）の生産に関する調査-（2009 

23号） 

・長期育成循環施業等に対応した高性能林業機械化等作業システムの開発（i）-列状

間伐での伐出作業の実態調査（伐区調査）-（2007 22号） 

・機械化作業システムに適合した森林施業法の開発-生産性の把握と作業時間解析作

業工程の検討-（2007 17号） 
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・林内作業車の合理的作業法に関する研究（1987 ２号） 

・木寄作業の機械化に関する研究（1981 業務報告） 

・単線循環式軽架線の器具改良に関する試験-１点吊における循環索張力と作業工程

の研究(1976 業務報告) 

・カラマツ間伐材の単線循環式軽架線による搬出試験（1973 業務報告） 

・低位利用材簡易搬出法に関する研究（1972 業務報告） 

・集材機用簡易索張に対する簡易検定法に関する試験（1969 業務報告） 

・集材機用作業索の脱索防止試験（1967 業務報告） 

 

２ 健全な森林づくりに関すること 

2-1 優良な苗木の生産 

・カラマツ種苗の安定供給に関する技術開発-採種園カラマツへの着花促進処理と採種

方法の検討（2020 34号） 

・優良苗の安定供給と下刈省力化による一貫作業システム体系の開発-コンテナ苗生産・

種子の品質評価（2020 34号） 

・小面積で分断化したブナの取扱い（2019 33号） 

・ブナの保全単位の設定に関する保全遺伝学的研究（2013 27号） 

・カラマツ精英樹クローンの材質試験(2012 26号) 

・長野県におけるブナ人工林の地理的変異とその影響-健全な広葉樹林整備のための地

域集団における遺伝的多様性の研究-（2011 25号） 

・マツ材線虫病抵抗性苗木の抵抗性苗木に関する研究（2007 22号） 

・花粉生産量予測システム普及事業’（2006 21号） 

・優良育種苗木の生産技術に関する研究（1997 11号） 

・組織培養によるカラマツ及びコナラ等の増殖技術に関する研究-カラマツの冬芽培養

及びコナラのカルス増殖-（1996 ９号） 

・苗畑におけるカラマツ先枯病に対するポリオキシンＡＬ水和剤の防除試験（1981 業

務報告） 

・カラマツ先枯病罹病木の早期伐倒による子のう胞子の形成・発育の抑制（1978 業務

報告） 

・カラマツ先枯病汚染苗木に対する KK－735液剤の浸漬効果（1978 業務報告） 

・罹病木の早期伐倒によるカラマツ先枯病（1976 業務報告） 

・子のう胞子の形成・発育の阻止（1報）（1976 業務報告） 

・長野県下の苗畑におけるカラマツ先枯病の薬剤防除大径に対する提案（1975 業務報

告） 

・外来樹種導入試験-スギの品種別植栽試験の結果について-(1972 業務報告） 
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・サターン乳剤によるカラマツまき付け床および床替床の雑草防除と苗木の生長に及ぼ

す影響(1972 業務報告） 

・長野県における天然スギの特性調査(1970 業務報告) 

・耐寒性スギの選抜に関する研究-マスヤマスギについて-(1969 業務報告) 

・寒冷地帯のスギさしき育苗試験（1968 業務報告） 

・クマスギさしき苗の床替密度について（1967 業務報告） 

・カラマツ苗木の形質に関する研究（第 6 報）-床替苗木の年間の伸長経過（1967 業

務報告） 

・カラマツ苗木の形質に関する研究（第 5 報）-床替の密度・時期・施肥量と苗木の形

態（1966 業務報告） 

 

2-2 多様な森林の育成管理技術の開発 

・高齢広葉樹林などの更新管理技術に関する研究(2021 35号) 

・林内機械作業による土壌植生への攪乱とその持続性の解明－長野県における土壌攪乱

の持続性調査－(2021 35号) 

・高齢級人工林の管理技術に関する研究（2020 34号） 

・カラマツの天然更新を活用した革新的施業技術の確立（2020 34号） 

・優良苗の安定供給と下刈省力化のための一貫作業システム体系の開発-緩傾斜地から

中傾斜地における機械地拵え作業の生産性とコスト（2020 34号） 

・針葉樹人工林の低コスト更新技術の開発（2018 32号） 

・高齢化した里山広葉樹林の萌芽等による早期更新技術の開発（2017 31号） 

・広葉樹林化技術の実践的体系化研究（2017 31号） 

・コンテナ苗を活用した低コスト再造林技術の実証研究（2017 31号） 

・森林被害跡地の健全化に向けた誘導技術の開発（2016 30号） 

・針葉樹人工林の健全化のための森林管理技術の確立（2015 29号） 

・過密人工林管理技術の開発（2013 27号） 

・針広混交林の育成に向けた下層広葉樹の育成管理技術-広葉樹林化のための更新予測

及び誘導技術の開発（2013 27号） 

・針広混交林造成に向けた更新技術の開発（2011 25号） 

・里山林保全を目的とした山林火災跡地における森林整備技術の開発-里山に発生した

ニセアカシア管理技術-（2010 24号） 

・複層林の上木間伐に伴う下木損傷軽減と複層林造成に関する研究（2010 24号） 

・長期育成循環施業等に対応した高性能林業機械化等作業システムの開発（ii）-機械

化作業が森林に与える影響-（2007 22号） 

・木材チップの分解速度と植生制御効果-林内散布等の木材チップが森林環境に与える

影響調査-（2006 21号） 
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・ブナを主体とする広葉樹林の造成管理技術の開発-多様な広葉樹林の育成管理技術の

開発-（2006 20号） 

・森林施業が森林環境に及ぼす影響-森林資源調査データ解析事業の調査結果から-

（2006 20号） 

・ヒノキ及びカラマツ人工林の長伐期施業に関する研究-長期育成循環施業に対応する

森林管理技術の開発-（2005 19号） 

・天然性過密アカマツ林の管理技術の開発（2004 18号） 

・機械化作業システムに適合した森林施業法の開発-機械化作業が森林に与える影響-

（2003 17号） 

・ブナを主体とした広葉樹人工林の初期管理技術の開発（2002 16号） 

・混交林等多面的機能発揮に適した森林造成管理技術の開発（2001 15号） 

・カラマツの材質向上のための施業技術に関する研究（1998 12号） 

・複層林の育成管理技術の開発-複層林の伐出方法と下木の損傷-（1996 ９号） 

・カラマツ及びアカマツを上木とする二段林の管理技術に関する研究（1996 ９号） 

・広葉樹類の耐陰性について（1993 ７号） 

・若齢キハダ人工林の成長について（1993 ７号） 

・落葉広葉樹林帯における有用広葉樹の開花結実特性に関する調査（1992 ６号） 

・コナラ二次林の萌芽更新と成木林肥培（1989 ５号） 

・ケヤキ人工林の成長（1989 ５号） 

・長野県のコナラ・クヌギ林の成長と心・辺材及び樹皮厚（1987 ３号） 

・カラマツ構造材生産の施業技術に関する研究-カラマツの立地条件と生長について-

（1987 ２号） 

・人工林の成長予測調査（1）-カラマツ・スギ（北部・南部）林分密度管理図の調整（1981

業務報告） 

・カラマツ林の地域適正施業法に関する研究（1978 業務報告） 

・カラマツの育林技術に関する研究（1978 業務報告） 

・ストローブマツの生育調査-ストローブマツとカラマツの生長比較-（1978 業務報告） 

・ヒノキ幼齢林の枝打ちに関する試験（1978 業務報告） 

・ヒノキ幼齢林の枝打試験結果について（1976 業務報告） 

・カラマツ列状間伐 5年後の残存木の変化（1975 業務報告） 

・カラマツ林の間伐技術体系に関する研究-間伐 5年後の林分変化（1974 業務報告） 

・ヒノキの特性調査（1973 業務報告） 

・カラマツ林の間伐技術体系に関する研究-間伐 4 年後の直径生長について（1972 業

務報告） 

・ヒノキ幼齢林の葉量について（1972 業務報告） 

・カラマツ林の間伐に関する研究-林分構成と間伐材の量およびその形質について（1971 



- 47 - 

 

業務報告） 

・カラマツ造林木の生長に及ぼす林地除草剤の影響（1971 業務報告） 

・クマスギの施業と成長に関する研究（1970 業務報告） 

・クマスギに関する研究（1967 業務報告） 

・クマスギ実材積と材積表材積との比較について（1967 業務報告） 

・幼齢木施肥試験（1966 業務報告） 

 

2-3 森林被害の低減 

・長伐期施業導入に対するカラマツ心腐病のリスク評価(2021 35号) 

・シカ等に対する物理的防除を中心とした森林被害対策技術に関する研究（2020 34号） 

・ナラ類の積極的利用とナラ枯れ被害拡大防止技術に関する研究（2018 32号） 

・広葉樹資源の有効利用を目指したナラ枯れの低コスト防除技術の開発（2016 30 号） 

・シカなど獣類による森林被害に対する総合的対策に関する研究（2015 29号） 

・カツラマルカイガラムシによる広葉樹被害の被害拡大要因と適応技術（2015 29 号） 

・カツラマルカイガラムシによる広葉樹被害に関する研究（2012 26号） 

・ナラ類集団枯損の予防方法と環境低負荷型防除システムの開発（2012 26号） 

・カシノナガキクイムシ等広葉樹類の昆虫被害防除技術に関する研究-カシノナガキク

イムシによるナラ類枯損被害-（2011 25号） 

・ニホンジカの食害による森林被害の実態と防除技術の開発（2010 24号） 

・ツキノワグマによる樹幹剥皮被害防除対策の検討（2010 24号） 

・獣害回避のための難馴化忌避技術と生息適地への誘導手法の開発-加害初期のサル群

に対する被害対策の検討-（2009 23号） 

・ナラ類集団枯死被害防止技術と評価法の開発（2009 23号） 

・松くい虫激害地の被害拡大現状に関する研究マツ材線虫病被害の被害減少要因の検討

（2006 21号） 

・野生獣類による被害防除のための適正な個体数管理と生息環境整備技術に関する調査

（2004 18号） 

・野性獣類に関わる森林被害防除法の開発並びに生息数推移予測モデル確立のための基

礎調査（2002 16号） 

・カラマツ根株心腐病の被害実態の解明と被害回避法の確立（2002 16号） 

・長野県におけるニホンザルによる農林産物被害の実態と防除技術に関する研究（1997 

11号） 

・スギノアカネトラカミキリ防除技術に関する調査（1997 11号） 

・マツノマダラカミキリの生物的防除法の究明（1996 10号） 

・スギ・ヒノキ材質劣化害虫防除に関する総合研究（1994 ８号） 

・マツ枯損の激化抑止技術（1993 ７号） 
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・松の年越し枯れ等新症状を踏まえた被害拡大防止技術の開発（1989 ５号） 

・スギ・ヒノキ穿孔性害虫被害の防除技術に関する総合研究-スギノアカネトラカミキ

リによるスギ立木被害の実態とその対策-（1988 ４号） 

・寒冷地方におけるアカマツ枯損動態に関する研究（1987 ２号） 

・佐久地方にけるカラマツ腐心病の調査（1982 業務報告） 

・野ウサギによる被害の実態（1978 業務報告） 

・寒さの害と土壌条件により枯損したカラマツ幼齢林分（1976 業務報告） 

・カモシカの食害植物-下刈り期以降のカモシカの食害-（1976 業務報告） 

・アカマツの生立木の枝幹に寄生した子のう盤菌類とその被害解析（1975 業務報告） 

・カモシカによる造林木被害予防試験（1972 業務報告） 

・緑化樹の害虫防除用薬剤の薬害について（1972 業務報告） 

・マツノザイタマバエに対する薬剤効果の判定基準と薬剤間の防除効果（1971 業務報

告） 

・マツノザイタマバエ虫えい内若齢幼虫の防除適期-松川町の調査結果から(1971 業務

報告） 

・マツノメムシの環境的予防方法-施肥の違いが加害行動に与える影響-(1971 業務報

告） 

・マツノザイタマバエに対する浸透移行性薬剤の効果調査(1970 業務報告） 

・マツノメムシの加害とアカマツ幼齢木の被害樹型に関する調査(1970 業務報告） 

・スミシアウイルスによるマツカレハ防除試験(1969 業務報告） 

・クリ果実の害虫防除に関する試験（1968 業務報告） 

・マツノメムシの生態と防除に関する研究（1967 業務報告） 

 

2-4 山地災害の予防と効果的な調査技術の開発 

・地域に応じた森林管理に向けた多面的機能の総合的評価手法(2021 35号) 

・レーザ測量データなどによる崩壊発生機構調査手法の高度化（2019 33号） 

・安全な路網計画のための崩壊危険地ピンポイント抽出技術（2018 32号） 

・施業による災害防止機能への影響評価（2016 30号） 

・干渉 SARとレーザ測量による深層崩壊危険斜面ピンポイント抽出技術（2016 30号） 

・長野県民有林の土壌（2010 24号） 

・平成 18年 7月豪雨により岡谷市等で発生した土石流の発生状況と自然環境要因（2009 

23号） 

・林地貯水能の定量化に関わる因子の測定・分析に関する試験（1988 ４号） 

・山腹急傾斜地の緑化に有効な基礎工に関する研究（1987 ２号） 

・なだれ防止林の造成に関する研究（1986 １号）  

・山腹既施工地の植生遷移と追肥効果についての研究（1982 業務報告） 
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・各種林況の浸透能に及ぼす影響についての研究-カラマツ林・落葉広葉樹林及伐跡造

林地の浸透能について-（1982 業務報告） 

・A層の深さによる褐色森林土壌型の推定について（1967 業務報告） 

 

３ 豊かな地域づくりに関すること 

3-1 菌根性きのこ増殖技術の開発 

・長野県におけるマツタケ子実体の発生と気象条件の関連(2021 35号) 

・マツタケ菌感染苗木による林地でのシロ定着技術の開発(2021 35号) 

・ハナイグチ増殖現地適応化試験－気象条件がハナイグチ子実体発生に与える影響－

(2021 35号) 

・ホンシメジ等の菌床栽培技術の開発（2020 34号） 

・地球温暖化に適応したマツタケ発生林施業法の開発（2016 30号） 

・マツタケの養分獲得に関する生物間相互作用の解明-マツタケのシロ形成における窒

素固定機能の評価-（2012 26号） 

・マツタケの養分獲得に関する生物間相互作用の解明-ミニライゾトロン（根カメラ）

によるシロ成長過程の観察-（2012 26号） 

・マツタケ発生林施業法の開発（2011 25号） 

・マツタケ・イグチ等有用菌根菌の現地適応化調査試験（2011 25号） 

・林地における菌根性きのこ類の増産施業法の解明(2006 20号) 

・マツタケ等現地適応化調査試験 iv(2004 18号) 

・菌根性きのこ類の人工栽培技術の開発(2002 16号) 

・林地における菌根性きのこ類の栽培試験(2000 14号) 

・林地における菌根性きのこ類の栽培試験(1996 10号) 

・人工による菌根性きのこ類のシロ造成法に関する試験(1992 ６号) 

・マツタケ増産のための技術体系化試験(1987 ２号) 

・林地土壌におけるマツタケのシロ形成促進条件の解明に関する試験（1982 業務報告） 

・マツタケ発生誘導試験（Ⅴ）（1973 業務報告） 

・マツタケ発生誘導試験（1971 業務報告） 

・マツタケ発生環境調査ならびに環境改善試験報告（1968 業務報告） 

 

3-2 地域の再生に寄与する腐生性きのこ栽培技術の開発 

・「美味しさ」に着目したきのこ栽培技術の開発-ナメコの味の数値化-（2020 34号） 

・原木シイタケ栽培の革新的な省力栽培技術（2019 33号） 

・既存の栽培施設を活用した菌床シイタケビン栽培技術の開発（2019 33号） 

・木質資源を利用したきのこ遺伝資源の維持管理方法の開発（2017 31号） 
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・原木きのこ栽培におけるイヤ地現象の研究（2017 31号） 

・地域バイオマス利用によるきのこの増殖と森林空間の活性化技術の開発（2016 30号） 

・生物の光応答メカニズムの解明と省エネルギー、コスト削減技術の開発―ナメコの品

質・生産性向上のための光制御技術の開発―（2015 29号） 

・自然味に溢れた新形態きのこ栽培技術の開発（2015 29号） 

・森林空間の高度利用のための特用林産物生産・流通システムの開発（1）-きのこ-（2014 

28号） 

・施設転用による菌床シイタケの効率的栽培法の開発（2014 28号） 

・持続可能な原木シイタケ栽培技術の改良（2014 28号） 

・クリタケ菌床栽培の実用化促進技術の開発（2014 28号） 

・関東・中部の中山間地域を活性化する特用林産物の生産技術の開発（2012 26号） 

・クリタケ菌床栽培技術の効率化（2011 25号） 

・新規培地素材を使用したきのこ栽培条件の確立に関する研究（2011 25号） 

・里山を利用し殺菌原木を使用したきのこ生産技術の確立（2011 25号） 

・高品質きのこの育成と持続的生産技術の開発(2010 24号) 

・里山を活用した特用林産物（きのこ）の生産技術の開発(2009 23号) 

・シイタケの品質向上・安定生産・新栽培法に関する研究-原木シイタケ栽培の品質向

上と安定生産に関する研究(2009 23号) 

・シイタケの品質向上・安定生産・新栽培法に関する研究-自然環境を活用した菌床シ

イタケ栽培法の開発(2009 23号) 

・里山を活用したきのこの栽培及び増殖システムの開発(2009 23号) 

・クリタケ菌床栽培技術の高度化（2007 22号） 

・機能性を強化したきのこの成分育種及び栽培技術の開発-ヤマブシタケ-(2007 22

号) 

・複合培養系を用いる里山きのこの増殖技術の開発-里山における腐生性きのこ類の生

態的特性の解明と増殖技術の開発-(2007 22号) 

・ニュータイプきのこ資源の利用と生産技術の開発(2005 19号) 

・原木シイタケ栽培のニューシステム化の検討と効率・軽量化技術の開発(2004 18号) 

・菌床シイタケ栽培の安定化と経営の健全化に関する試験(2004 18号) 

・原木シイタケ栽培における適品種選定と施設利用に関する試験(2001 15号) 

・きのこ廃菌床等の畜産的利用に関する調査(2000 14号) 

・シイタケ菌床栽培の安定化に関する試験(2000 14号) 

・菌床栽培用きのこの育種と栽培技術の改良（1998 12号） 

・シイタケの菌床栽培技術の開発-生理実験及び育種試験(1996 ９号) 

・シイタケの菌床栽培技術の開発-菌床栽培実用化試験-(1994 ８号) 

・原木食用きのこ類の発茸及び保存に関する試験(1994 ８号) 
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・細胞融合による食用きのこの優良個体の作出(1992 ６号) 

・ナメコ周年栽培の効率化に関する試験(1992 ６号) 

・細胞融合による新品種の育成に関する研究(1988 ４号)  

・地域林業の組織化モデルに関する研究(1987 ３号) 

・きのこ複合経営の適正規模に関する調査(1987 ３号) 

・食用野生きのこ栽培技術の開発に関する試験(1987 ３号) 

・シイタケの地域栽培型と生産性の向上に関する調査(1987 ２号) 

・ナメコ広口ビン栽培体系の開発に関する試験(1987 ２号)  

・オガクズナメコ栽培のコストダウン技術に関する調査・試験(1987 ２号) 

・ナメコ害菌の生理・生態及び侵入来機序等の解明に関する試験（1982 業務報告） 

・特用林産物の分布ならびに経営指標に関する調査（1980 業務報告） 

・ポリビンを活用したナメコの促成栽培に関する試験（1980 業務報告） 

・ポリビンを利用したナメコの冬季発生（1979 業務報告） 

・新開地区におけるきのこの生産振興（1978 業務報告） 

・きのこ栽培の経営分析-シイタケ・ナメコについて（1976 業務報告） 

・菌床ナメコ発生抑制技術の一方法（1975 業務報告） 

・シイタケほだ場連作障害に関する試験(1973 業務報告) 

・シイタケ種菌の劣化検定に関する試験（1971 業務報告） 

・原木ナメコの散水に関する試験（1970 業務報告） 

・シイタケ不時栽培における初年ホダ木の時期別回数別発生量調査（1969 業務報告） 

・シイタケ生産者の事例的考察（1969 業務報告） 

・シイタケ生産者の実態調査（1969 業務報告） 

 

3-3 里山等の幅広い地域資源の活用 

・山菜によるキラリと輝く山村産業創出技術の実証（2019 33号） 

・森林空間の高度利用のための特用林産物生産・流通システムの開発（2）-山菜-（2014 

28号） 

・機能性を活用した木炭及び木酢液の効果的な利用に関する試験（2012 26号） 

・里山を活用した特用林産物（山菜類）の生産技術の開発(2009 23号) 

・機能性木炭の生産・利用の検討と木酢液の品質安定化に関する試験(2006 21号) 

・木炭及び木酢液の新用途開発(2003 17号) 

・木炭及びその炭化過程で得られる各種成分の高度利用に関する研究(1998 13号) 

・薬用植物の林地における栽培技術の開発(1988 ４号) 

・林地における山菜の栽培技術に関する調査(1988 ４号) 

・薬用植物の林間栽培における技術条件の解明に関する試験(1987 ２号) 
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４ 信州カラマツ等の県産材活用に関すること 

4-1 安全・安心な木質建築部材の開発 

・カラマツ・スギ大径Ａ材丸太の戦略的製品開発に関する研究１.大径Ａ材丸太の木取

り方法の提案と製材及び製品歩留まりの検討(2021 35号) 

・カラマツ・スギ大径Ａ材丸太の戦略的製品開発に関する研究２.心持ち無垢梁桁材の

乾燥特性及び強度特性の解明(2021 35号) 

・カラマツ・スギ大径Ａ材丸太の戦略的製品開発に関する研究３.心去り無垢梁桁材の

乾燥特性及び強度特性の解明(2021 35号) 

・カラマツ・スギ大径Ａ材丸太の戦略的製品開発に関する研究４.208材・210材の乾燥

特性及び強度性能の解明(2021 35号) 

・カラマツ・スギ大径Ａ材丸太の戦略的製品開発に関する研究５.心去り平割材を利用

した高剛性・高強度梁桁材の乾燥及び強度性能(2021 35号) 

・カラマツ・スギ大径Ａ材丸太の戦略的製品開発に関する研究６.心去り無垢梁桁材の

クリープ特性の解明(2021 35号) 

・カラマツの天然更新を活用した革新的施業技術の確立（2020 34号） 

・蒸気・圧力併用型乾燥機を用いた県産材乾燥スケジュールの確立（1）（2020 34 号） 

・カラマツ心去り正角材（２丁取り）の乾燥特性および強度特性の解明（2019 33 号） 

・心去り材を用いた新 Aタイプ接着重ね梁の性能評価（2019 33号） 

・スギ大径材から製材された心去り角材の乾燥試験（2017 31号） 

・アカマツの利用開発に関する研究-蒸気式、蒸気・圧力併用型乾燥、及び天然乾燥によ

る正角の乾燥と強度特性について-（2016 30号） 

・県産材の高品質乾燥技術の開発（２）―スギ桁の乾燥方法別曲げ強度特性―（2016 30

号） 

・安心・安全な乾燥材生産技術の開発（２）―過度の高温乾燥材の強度特性（４）曲げ

強度特性―（2019 29号） 

・県産材の高品質乾燥技術の開発（１）-スギ桁材の乾燥方法別乾燥特性-（2015 29号） 

・県産材の高品質乾燥技術の開発（２）―カラマツ 7cm 厚平割材の乾燥特性と強度性能

―（2015 29号） 

・原木等の材質選別技術の開発（2015 29号） 

・応用型接着重ね梁の開発（2015 29号） 

・安全・安心な乾燥材生産技術の開発（２）-天然乾燥材と過度の高温乾燥材の強度特性

（３）縦引張り強度特性-（2014 28号） 

・安全・安心な乾燥材生産技術の開発（３）-カラマツ推奨・非推奨乾燥材の強度特性

（１）試験体の調整-（2014 28号） 

・安全・安心な乾燥材生産技術の開発（３）-カラマツ推奨・非推奨乾燥材の強度特性
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（２）曲げ強度特性-（2014 28号） 

・現行等級区分法の改良による木材強度の予測精度の向上可能性-許容節径比に相当す

るパラメータの最適化-（2014 28号） 

・安全・安心な乾燥材生産技術の開発（１）-材面割れ及び内部割れの少ない乾燥スケジ

ュールの開発-(2013 27号) 

・安全・安心な乾燥材生産技術の開発（２）-過度の高温乾燥材の強度特性（１）試験体

の調整-(2013 27号) 

・安全・安心な乾燥材生産技術の開発（２）-過度の高温乾燥材の強度特性（２）縦圧縮

強さ-(2013 27 号) 

・ストックヤードにおける針葉樹構造材の天然乾燥-各前処理を行った構造材の天然乾

燥-（2010 24号） 

・高温セット処理を行った柱・桁材の太陽熱乾燥-農業用ビニールハウスの利用-(2010 

24号) 

・公的認証取得を可能とする高信頼性接着重ね梁の開発-カラマツ＋カラマツ、アカマ

ツ＋ヒノキ接着重ね梁の強度試験-（2010 24号） 

・公的認証取得を可能とする高信頼性接着重ね梁の開発-接着の品質評価と品質向上に

ついて-（2010 24号） 

・スギ及びカラマツによる異樹種積層集成材の製造と強度性能（2009 23号） 

・地域材を利用した接着重ね梁の実用化試験（１)-カラマツ６ｍ接着重ね梁の製造と性

能評価-（2006 21号） 

・木造住宅の温湿度環境と木材含水率-太陽熱集熱利用システムを利用した住宅-（2006 

21号） 

・地域型長期耐用住宅（寒冷地型）の提案と地域材利用技術の解説（2006 20号） 

・スギ材による接着重ね梁の開発（2006 20号） 

・シャチ・ボルト接合によるスギ重ね梁の開発（2006 20号） 

・アカマツ中目材による集成材の開発-アカマツ単独及びカラマツとの異樹種複合によ

る集成化の試み-（2004 18号） 

・アカマツラミナの輪生節位置を分散させた垂直積層集成材の強度特性（2004 18 号） 

・フィンガージョイント分散幅はぎラミナを引張側に使用したカラマツ集成材の強度特

性（2004 18号） 

・接着重ね梁（ツインビーム）の開発-カラマツ接着重ね梁の製造と曲げ強度性能-（2004 

18号） 

・スギ心持ち無背割り柱材の高温乾燥における高温セット法の割れ防止効果について

（2004 18号） 

・エンジニアリングウッド性能評価 1.スギラミナの曲げ及び引張試験（2001 15号） 

・エンジニアリングウッド性能評価 2.フィンガージョイント（fj）ラミナの強度性能の
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改善-フィンガー形状の改良及び fj分散幅はぎラミナの検討-（2001 15号） 

・エンジニアリングウッド性能評価３.カラマツ構造用集成材の材端部横圧縮試験（2001 

15号） 

・長野県産針葉樹中径木を利用した住宅用高機能性部材の開発１.カラマツ及びスギ心

持ち柱材の高温乾燥特性-高温低湿乾燥条件が乾燥特性に及ぼす影響と曲げ強度特

性-（2000 14号） 

・長野県産針葉樹中径木を利用した住宅用高機能性部材の開発２.合わせ貼り軸材料の

製造技術とその品質評価（予備的検討）（2000 14号） 

・長野県産カラマツ構造材の強度特性に関する研究（1998 13号） 

・人工造林カラマツ７林分から得られた正角の実大曲げ強度性能（1996 10号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化１流通段階における実態調査（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化２建築現場における実態調査（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化３木造住宅部材の含水率調査（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化４仕上げ含水率状態とその後の形質変化の分

析（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化５心持ち柱材の乾燥スケジュールの確立-高

温乾燥-（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化６乾燥前処理方法の検討-葉枯らし材の材質

試験- （1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化７カラマツ建築材の乾燥に伴う寸法変化につ

いて（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化８スギ板材の人工乾燥（低温、中温、高温）

（1993 ７号） 

・国産針葉樹材の高付価値化技術の高度化９カラマツ材の乾燥温度別による強度特性

（1993 ７号） 

・カラマツ等県産材の需要開発に関する総合研究-県下４林分から得られたカラマツ正

角の実大材曲げ強度-（1992 ６号） 

・カラマツの実大材強度試験（ii）-小径材から採材した心持材及び中目材からの平割

（根太）の強度性能-(1986 １号)  

・カラマツ材の乾燥(1986 １号) 

・カラマツの実大材強度試験（i）-小径材から木取った心持材の非破壊曲げ剛性試験-

(1982 業務報告) 

・長野県下における木材平衡含水率について(1982 業務報告) 

・針葉樹小径材の製材と加工に関する試験（Ⅳ）-カラマツ小径曲がり材の加工試験-

(1978 業務報告) 

・カラマツ精英樹クローンから得られた材のねじれとらせん木理（1975 業務報告） 
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・カラマツ利用開発試験-枠組壁工法構造用材としての利用-（1974 業務報告） 

・カラマツ大径材の材質試験（第２報）-用材品質について-(1971 業務報告) 

・カラマツ大径材の材質試験-用材品質について-(1970 業務報告) 

・カラマツ大径材の材質試験-物理的・機械的性質について-(1970 業務報告) 

・カラマツ材の狂い帽子試験(１報)-素材のはい積み乾燥-(1970 業務報告) 

・カラマツ材の製材木取りに関する研究(1970 業務報告) 

・カラマツ造林木の材質試験（第２報）(1967 業務報告) 

・カラマツ造林木の材質試験(1967 業務報告) 

 

4-2 暮らしの中で活かす県産広葉樹製品の開発 

・ナラ類の積極的利用とナラ枯れ被害拡大防止技術に関する研究（2018 32号） 

・天然性広葉樹林の良質化施業技術と利用技術の開発-ケヤキ中小径木の製材・乾燥・

強度試験-（2001 15号） 

・広葉樹林の造成と利用に関する研究(iii)-中小径広葉樹材の利用開発に関する材質的

試験-（1993 ７号） 

・未利用広葉樹の利用開発に関する研究(1987 ３号) 

 

4-3 新たな技術を活用した高品質木材開発 

・木製屋外構造物の劣化調査と維持管理技術の開発（2019 33号） 

・県産材による高性能・低コスト木製遮音板の開発（2019 33号） 

・長野県産材による耐力壁の開発(2012 26号) 

・カラマツ間伐材を主とする土木用構造物・木橋等への利用技術の開発(2010 24号) 

・木製道路施設の耐久設計・維持管理指針策定のための技術開発-信州型木製ガードレ

ールの設置初期に認められた劣化・変形等の諸現象と対策-(2010 24号) 

・木製道路施設の耐久設計・維持管理指針策定のための技術開発-信州型木製ガードレ

ールの経年劣化-（2010 24号） 

・木製道路施設の耐久設計・維持管理指針策定のための技術開発-設置後約 20年を経過

したカラマツ製遮音壁の性能評価-（2010 24号） 

・炭素繊維複合強化集成材の開発-接合部に関する要素実験(第３報)-（2006 21号） 

・炭素繊維複合強化集成材の開発-接合部に関する要素実験(第２報)-（2006 20号） 

・間伐材の利用促進を図るための新たな仕様基準の開発-屋外使用条件別劣化過程の把

握と各仕様基準の開発-（2005 19号） 

・炭素繊維複合強化集成材の開発-接合部に関する要素実験(第１報)-（2005 19号） 

・炭素繊維強化集成材の強度特性（１）-炭素繊維による強化方法と曲げ強度性能との

関係-（2003 17号） 

・地域産材による高耐久性新素材の開発-前処理としての寸法安定化処理の検討-（2002 
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16号） 

・透明塗装木材の耐候性について（2002 16号） 

・長野県産針葉樹中径木を利用した住宅用高機能性部材の開発３.カラマツ材の圧密化

処理条件の検討（2000 14号） 

・長野県産針葉樹中径木を利用した住宅用高機能性部材の開発４.オリゴエステル化木

粉含有シートを用いた木材の表面加工（2000 14号） 

・長野県産針葉樹中径木を利用した住宅用高機能性部材の開発５.デッキボード部材の

開発(1)-製材及び乾燥特性と強度性能評価-（2000 14号） 

・長野県産針葉樹中径木を利用した住宅用高機能性部材の開発６.デッキボード部材の

開発(2)-デッキボード部材の屋外暴露試験-（2000 14号） 

・農林水産業用資材等農山漁村地域における国産材の需要開発に関する総合研究-木質

系産業用資材等の需要ポテンシャル調査-（1989 ５号） 

・農林水産業用資材等農山漁村地域における国産材の需要開発に関する総合研究-木製

防音壁の試作と性能評価-(1989 ５号) 

・農林水産業用資材等農山漁村地域における国産材の需要開発に関する総合研究-歩道

用木レンガの試作と性能評価-(1989 ５号) 

・農林水産業用資材等農山漁村地域における国産材の需要開発に関する総合研究-木製

ストックハウスの試作と性能評価-(1989 ５号) 

・農林水産業用資材等農山漁村地域における国産材の需要開発に関する総合研究-野外

トイレの試作と性能評価-(1989 ５号) 

・農林水産業用資材等農山漁村における国産材の需要開発に関する総合研究-乳牛用の

木製飼槽（餌箱）の試作と性能評価-(1989 ５号) 

・カラマツ小径丸太材の防腐処理試験-カラマツ・アカマツ小径丸太材の薬剤塗布・吸

収量について-（1978 業務報告） 

・カラマツ利用開発試験-製品の圧縮乾燥-（1973 業務報告） 

 

５ 新たな時代の森林・林業を切り拓くことに関すること 

5-1 新たな森林資源の有効活用 

・長野県の森林における森林浴の効果-森林浴がもたらす人の生理的効果の解明-（2007 

22号） 

・解体民家から得られた古材の強度特性（2006 20号） 

・市街地環境緑化に関する研究-緑化樹の生育と路面凍結防止剤-（2001 15号） 

・カラマツ小径材の生産・利用の実態に関する調査(1986 １号)  

・林業の地域分析と発展の方向付けに関する調査（1984 業務報告） 

・農家林業の経営指標設定に関する研究（1984 業務報告） 
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・産地形成における消費地市場の木材流通と関連企業の機能に関する調査（1983 業務

報告） 

・部落有林野の造林活動に関する調査（1979 業務報告） 

・市町村を単位とした森林の利用区分と森林の最適施業に関する調査研究（1979 業務

報告） 

・農山村における林業の生産販売の組織化に関する研究－過疎化段階区分-（1978 業

務報告） 

・森林の土地利用区分に関する研究(１)（1973 業務報告） 

・林業の地域分析と発展方向に関する研究（1972 業務報告） 

・緑化樹の害虫防除用薬剤の薬害について（1972 業務報告） 

・林業における協業化の実態調査ならびに類型化に関する研究（1970 業務報告） 

・森林組合の受託事業に関する調査（第Ⅱ報）（1969 業務報告） 

・森林組合の受託事業に関する調査（第Ⅰ報）（1968 業務報告） 

・記録による農家林家の経営改善に関する研究（1968 業務報告） 

 

5-2 生産現場の要請に応える技術支援 

・アカマツの利用開発に関する研究-蒸気式、蒸気・圧力併用型乾燥、及び天然乾燥によ

る正角の乾燥と強度特性について-（2016 30号） 

・スギ・ヒノキ穿孔性害虫被害の防除技術に関する総合研究-被害材の分類と品等区分-

(1988 ４号) 

・松本地区における木材産業振興のための調査（その１）（1978 業務報告） 

・安曇村鈴蘭地区の環境アセスメント（1975 業務報告） 

・佐久地方における製材目立加工の協業化に関する実態調査（1968 業務報告） 

・製材工場の生産技術改善に関する研究-製材機械精度の挽材精度に及ぼす影響(1)-

（1968 業務報告） 

  

5-3 持続可能な形でのゼロカーボン政策の推進 

・生物の光応答メカニズムの解明と省エネルギー、コスト削減技術の開発―ナメコの品

質・生産性向上のための光制御技術の開発―（2015 29号） 

・カラマツ林、アカマツ林、コナラ林の現存量と炭素貯留量（2007 22号） 

・森林吸収源計測・活用体制整備強化事業 （2007 22号） 

・アカマツ林の土壌表面における温室効果ガスの吸排出-メタン及び亜酸化窒素の吸収・

排出量と施業影響の評価-（2006 20号） 

・スギ人工林炭素貯留量の定量と細り表・材積表の調整-下伊那郡天龍村スギ人工林-

（2002 16号）
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